
 

 

 

 

 

 
 

    平成２９年１⽉〜７⽉ ＮＥＸＣＯ東⽇本管内の死亡事故  

   《２３件（+８件）、 ２５名（+８名）》  （ ）は前年同期⽐ 

 

  ◇主な事故形態 

●対向⾞線⾶び出し   ５件、５名（昨年同期：3 件、４名 ） 

   ●⾃動⼆輪         ５件、５名（  同上 ：１件、１名 ） 

●⾞外放出        ４件、４名（  同上 ：１件、１名 ） 

●逆⾛           ２件、２名（  同上 ：０件 ） 
 

 ◆７⽉発⽣の状況 《９件（+５件）、１１名（+７名）》（ ）は前年同期⽐ 

●⾃動⼆輪               ４件、４名 
       

●シートベルト⾮着⽤で⾞外放出  ２件、２名 
         〃      ⾞内死亡  １件、３名 

 
【安全啓発の取組み】 

今年度の取組みテーマ（逆⾛事故防⽌、佇⽴事故※防⽌、スピード抑制、 
シートベルト着⽤）に、新たに『⾃動⼆輪⾞事故防⽌』を加え、安全啓発の 
取組みを関係機関と連携し強化してまいります。 

※佇⽴（ちょりつ）事故・・・⾞外に出て道路上で⾞両にはねられる事故 

 

 

平成２９年１〜７⽉の交通死亡事故の発⽣状況 

◆７月は前年より急増◆ 
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